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ホームヘルプサービスセンター   ℡ ０２４－９２４－２９６０

指定居宅介護支援事業所   ℡ ０２４－９２４－２９６１

指定特定・障害児相談支援事業所
   障がい者相談事業所

避難者生活支援相談室 ℡ ０２４－９５３－８３３７

℡ ０２４－９８３－８３１１

ニュース

郡山市社会福祉協議会職員を募集します

ボランティアセンター  ℡ ０２４－９２４－２９６８

郡山市障がい者基幹相談支援センター・
郡山市障害者虐待防止センター  ℡ ０２４－９８３－３０４４

郡山地区社協久留米支部

郡山地区社協芳賀支部 逢瀬地区社協

郡山地区社協緑ケ丘支部

三穂田地区社協郡山地区社協桃見台支部

郡山地区社協希望ヶ丘支部

郡山地区社協南支部

○対象団体  県内在住者５名以上で構成されているボランティアグループや NPO法人等の非営利団体で、浜通り地区の
市町村、川俣町若しくは田村市の住民同士が助け合う団体、又は当該市町村の被災者を支援する団体に限る。

○対象活動  県内で令和５年度に実施する次の①～③の活動
 ①東日本大震災による避難者、帰還者及び転居者の住民同士が行う助け合い活動
 ②東日本大震災により多くの住民が避難した地区等において、コミュニティを再生するために

 住民同士が行う助け合い活動
 ③ ①と②の被災地住民を支援する活動

○助成金額 １回の応募につき１０万円を上限。同一団体の助成は年２回まで。
○募集期間     令和5年４月3日（月）から、随時受付。ただし、助成予定総額に達した時点で受付を終了します。
○応募書類 ダウンロード https://www.akaihane-fukushima.or.jp/
○応募書受付 郡山市共同募金委員会（郡山市社会福祉協議会内）

東日本大震災からの復興に向け、復興・災害公営住宅や避難先、転居先での新たなコミュニケーションづくりや、避難解除
となった地区や津波等で被災した地区のコミュニティの再生を目的としています。被災者の孤立を防ぎ、互いに支え合い、見
守り合える関係づくりを目指し、そのきっかけとなる交流事業や支援活動に助成します。

令和５年度 赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金2」被災地住民支え合い活動助成事業のご案内

避難者生活支援相談室では、郡山市に避難されている方と郡山市民の方の交流の場としての
サロンや健康教室を開催しております。参加を希望される方は、下記までお問い合わせください。

開催日 活動内容 参加費 開催時間

令和5年10月10日(火) 花寄せ植え教室 1,000円

午前10時～

正午まで
令和6年 3月12日(火)

フラワー
アレンジメント教室 1,000円

令和5年12月12日(火)
令和6年1月9日(火) 陶芸教室 1,000円

●日 時 毎月第３木曜日

午後１時３０分～午後３時３０分

●場 所 郡山市総合福祉センター

●内 容 健康体操

●参加費 無 料

【申込み・お問い合わせ】避難者生活支援相談室 TEL９５３－８３３７

地域と一緒に楽しい
クリスマスを過ごすために

中田地区社会福祉協議会ワークフレンドくじら(富久山町)

障がいのある方の
「地域で暮らす」を支える

見守り訪問で地域を支える
（友愛訪問の実施）

三穂田地区社会福祉協議会

中田地区社協

郡山地区社協桑野支部

令和６年４月１日採用予定の
職 員 を 募 集 し ま す

赤い羽根共同募金が１０月１日から３月３１日まで全国一斉に
スタートします！赤い羽根共同募金は、「自分の町を良くするし
くみ」として、地域福祉のために役立てられており、地域福祉の
大きな原動力となっています。
今年度もみなさまの温かいご協力をよろしくお願いします。

＼みなさまの温かいご寄付により行われた活動の一部をご紹介します／

＼募金の使い道はWEBで公開中！／

赤い羽根 勇気と優しさ 助け愛

スマホでも
簡単に募金が
できます！

障がいのある方の支援をしたい方、
私たちと一緒に働きませんか？

広 報

特 集 高齢者を地域で支える

～赤い羽根 勇気と優しさ 助け愛～赤い羽根共同募金が10月1日からスタートお知らせ

郡山地区社協金透支部

コミュニティサロン ～ろここ～Ｒｏｃｏｃｏ
健康体操教室

http://www.koriyamaｰshakyo.jp/ 

【問い合わせ先】郡山市社会福祉協議会

各種事業に関すること TEL０２４－９３２－５３１１

 FAX０２４－９３２－６７６８

応募期間 １０月２日（月）～

１１月１３日（月）まで

試 験 日 １１月２５日（土）

募集職種 相談支援専門員

募集人数 ２名程度

募集の詳細につきましては、９月２５日（月）
以降にホームページ等でお知らせいたします。

郡山市社協ＨＰ facebook

郡山地区社協芳山支部



地
域
の
相
談
事
例
と
し
て
、
病

院
や
買
い
物
で
の
移
動
手
段
の
少

な
さ
や
、
空
き
家
・
建
物
跡
地
の

活
用
、
見
守
り
体
制
の
構
築
な
ど

の
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

出
て
き
た
意
見
を
集
約
し
、
中
田

地
区
を
よ
り
良
い
地
域
に
し
て
い

く
た
め
、
小
さ
な
「
で
き
そ
う
な

こ
と
」
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
話
し
合
い
・
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
、
百
年
時
代
。

去
る
七
月
二
十
一
日
、
桑
野
地
域
公
民

館
に
て
、
郡
山
地
区
社
協
桑
野
支
部
に
よ

る
、
会
食
会
と
訪
問
に
よ
る
配
食
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

桑
野
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
六
十
九
名

を
対
象
に
栄
養
満
点
で
彩
り
豊
か
な
食
事

と
お
弁
当
を
福
祉
委
員
が
準
備
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
季
節
の
食
材
を
取
り
入

れ
た
り
、
桑
野
支
部
で
代
々
伝
わ
る
レ
シ

ピ
を
活
用
す
る
な
ど
、
全
て
手
作
り
し
て

お
り
、
福
祉
委
員
の
愛
情
が
こ
も
っ
て
い

ま
す
。

中
で
も
、
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
の
キ
ノ
コ

餡
か
け
は
、
ふ
っ
く
ら
柔
ら
か
く
て
美
味

し
い
と
皆
さ
ん
大
絶
賛
で
し
た
。

去
る
七
月
十
五
日
、
郡
山
地
区
社
協
大

槻
原
田
支
部
で
は
、
大
槻
原
田
町
内
の
八

十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
友
愛
訪
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
厳
し
い
猛
暑
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
熱
中
症
を
予
防
し
元
気
に
夏
を

乗
り
切
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ゼ
リ
ー
タ

イ
プ
の
経
口
補
水
液
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
、
「
お
体
の
調
子
は
い
か

が
で
す
か
？
」
「
暑
い
か
ら
無
理
し
な
い

で
ね
！
」
と
福
祉
委
員
さ
ん
の
気
遣
う
声

に
「
嬉
し
い
。
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で

応
え
る
な
ど
心
和
む
時
間
と
な
り
、
地
域

の
良
い
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
情
た
っ
ぷ
り
ご
は
ん
で
笑
顔
に

地
域
の
見
守
り
で
や
さ
し
さ
つ
な
ぐ

郡
山
市
社
協
の
第
一
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
猪
狩
で
す
。

今
年
度
か
ら
郡
山
市
全
域
に
わ
た

る
「
支
え
合
い
活
動
」
の
活
性
化
の

推
進
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
議
体
は
、
昨
年
度
ま
で
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
開
催
見
合
わ
せ
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
五

類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
と
お
顔
を
合
わ
せ
て
地
域

の
話
し
合
い
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
地
域
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

郡
山
市
社
協
で
は
、
地
域
の
集
い
の
場
の
構
築
や
、
福
祉
委
員
に
よ
る
訪
問

見
守
り
活
動
、
世
代
を
超
え
た
交
流
会
な
ど
、
地
域
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い

活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

いきいきサロン

住民同士で楽しく食事をする「会食
会」やお茶とお菓子で話に花を咲かせ
る「茶話会」。担い手と参加者が協働
で内容を企画し運営していく活動。

高齢者の安否確認や心のふれあいを
目的に、対象となる自宅を訪問し、
本人に直接、食事を手渡しする活動。

コ
ロ
ナ
禍
で
外

出
機
会
が
減
り
、

体
調
面
の
不
安
な

声
も
あ
る
中
、
地

域
の
方
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う

な
見
守
り
を
考
え

て
く
だ
さ
っ
て
い

る
福
祉
委
員
の
皆

さ
ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
心

の
繋
が
り
を
感
じ

る
友
愛
訪
問
を
継

続
し
元
気
な
大
槻

原
田
を
育
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

手作業で準備しています福祉委員がお宅へお届け

旬の食材を使って提供

会
食
会
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
方

に
も
、
福
祉
委
員

が
ご
自
宅
ま
で
お

弁
当
を
お
届
け
し
、

安
否
確
認
を
含
め
、

体
調
を
気
遣
う
声

か
け
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、

少
し
で
も
外
に
出

ら
れ
る
よ
う
に
会

食
会
の
お
誘
い
も

し
て
お
り
、
地
域

住
民
と
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

福祉委員が手作りしています

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
見
え
る
化
に

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

高
齢
化
の
現
状

郡
山
市
社
協
で
は
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
促
進
や
多
様
な
日
常
生
活

上
の
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
て
地

域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
「
世
代
間
交

流
」
な
ど
の
集
い
の
場
の
構
築
、 

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
友
愛
訪

問
」
な
ど
の
訪
問
に
よ
る
見
守
り
活

動
に
加
え
、
地
域
住
民
と
多
様
な
関

係
機
関
が
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
取
り
組
み
（
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
楽
し
く
、

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
で

は
、
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
（
郡
山
市
社
協
職
員
）
が
地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
見
え
る
化
し
、
課
題

解
決
に
向
け
て
、
多
様
な
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
郡
山
市
内
で
は
、
地
域
住

民
と
多
様
な
関
係
機
関
が
、
地
域
の

活
動
を
把
握
し
、
地
域
の
「
あ
っ
た

ら
い
い
ね
」
を
み
ん
な
で
提
案
し
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
話
し
合

う
場
「
協
議
体
」
が
36
箇
所
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
。

今
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

地
域
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と

～
中
田
地
区
協
議
体
～

令
和
五
年
七
月
、

『
中
田
地
区
ケ
ア

会
議
・
協
議
体
』

の
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
と
し
て
、

地
区
関
係
者
・
民

生
児
童
委
員
・
高

齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
・
社
会
福
祉
法
人
・
医
療
法
人
・

社
団
法
人
・
中
田
地
区
社
協
・
郡
山

市
・
郡
山
市
社
協
ら
が
集
ま
り
、
地

域
の
相
談
事
例
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

 

い
つ
ま
で
も
楽
し
く
、

   

元
気
に
暮
ら
し
た
い
。

配食サービス

高齢者が子どもに昔遊びを教えたり、
子どもが高齢者に合唱や劇を披露した
りして、世代を超えて交流する活動。

世代間交流 友愛訪問

福祉委員等が対象者の自宅を訪問し、
安否確認と孤独感の緩和を図ること
を目的に実施する活動

こ
の
活
動
は
、
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
費
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
等
か
ら

の
助
成
金
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
（
地
域
に
よ
っ
て
参
加
者
負
担
あ
り
）

地域福祉課職員

ま

ち

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る 

特 集

日
本
は
現
在
、
少
子
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、 

２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊

の
世
代
す
べ
て
が
七
十
五
歳
以
上
に

到
達
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
郡
山
市
に
お
い

て
も
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
夫

婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て

お
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
助
け
合
い
に

よ
る
「
自
助
」
「
互
助
」
と
い
っ
た

お
た
が
い
さ
ま
の
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
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